
・小鳥とリムジン    小川 糸     ポプラ社 

・迷惑の終活      内館 牧子    講談社 

・自分とか、ないから  しんめい P    サンクチュアリ出版 

・消費される階級    酒井 順子    集英社 

・ポンコツ一家２年目  にしおか すみこ 講談社 

・気の毒ばたらき    宮部 みゆき   PHP研究所 他 

 

 

 
 

 

 
 

〇  さつき子育てサロン「クリスマス」 
日 時  12月 20日(金)  10：00～12：00 
 

対 象  就園前児と保護者   定 員  親子で 15組（抽選）  
費 用  100円       申し込み 窓口、電話、本館ホームページにて  
受 付  12/2（月）～12/8（日）まで 

〇  ミニ門松つくり体験教室 
日 時  12月 24日(火)  9：00～12：00 
 

対 象  成人       定 員  10人（抽選）  
費 用  1500円      申し込み 窓口、電話、本館ホームページにて  
受 付  12/4(水)～ 12/10（火） 

〇  冬休み子ども教室「書初め」 
日 時  12月 26日(木)  10：00～12：00 
 

対 象  小 3～中学生    定 員  15人（抽選）  
費 用  無料       申し込み 窓口、電話、本館ホームページにて  
受 付  12/5(木)～ 12/11（水）持ち物 書初め課題 書道用具 

〇  新春「子どもかるた遊び」 
日 時  1月 11日(火)  13：00～15：00 
 

対 象  5歳～小学生(小 2以下保護者同伴)  定 員  15人（抽選）  
費 用  無料      申し込み 窓口、電話、本館ホームページにて  
受 付  12/18(水)～ 12/24（火） 

 

 

 

 

 

 

 

〒264-0014 千葉市花見川区さつきが丘 1-32-4  Tel 043-250-7967  Fax 043-286-6469 

令和６年 号 

 （公民館ホームページ QR コード） 

公民館図書室 9：45～17：00 

☎ 250-7968 

12月の休室日 19日（木） 

年末年始休室 12/29（日）～1/3（金） 

４日より通常通り開室します。 

 

 



 

 
〇 地域での暮らしを支えるために私たちができること～みんなで考えよう！
地域生活ってどうゆうこと？～ 
精神疾患や精神障害についての理解を深める講演が行われました。ま

た、各支援機関や行政より障害者福祉に関する詳しいサービスやその利用
方法に関する話がありました。 
参加者は地域民生委員、社協障害者福祉委員、当事者という方もおり、
最後の座談会では、地域の方からの意見、質問等、積極的な発言がありま
した。地域の関係機関、地域住人が集まり、多くの方が精神疾患や精神障
害を学び理解を深めることができました。 

〇 さつき人形劇場  「さるとかに」 他 

子どもたちが人形劇に惹きつけられ、主人公の気持ちを感じ取って笑った
り悔しがったりして感情を素直に出していました。また、大人も楽しめる本格
的な人形劇で、親子で感情を共有したりスキンシップをしながら鑑賞したり
することで親子の触れ合いの機会となりました。アンケート結果は全員が最
高点「満足」でした。 

〇 ボディコンディショニング 
講師の穏やかな口調による的を射た説明と師範、受講生の真剣な態度、
リラックスしたムードを演出する BGM などで、姿勢の改善や心身のリフレ
ッシュに効果のある時間となっていました。受講生のアンケートにも「やって

いてとても気持ちがよかったです。」「普段動かさないような場所をじっくり
と伸ばすことができてよかったです。」などの声がありました。 
 
 

 

 
1月 26日（日）９：４５より「さつきが丘公民館 クラブ・サークル新春発表会」実施しま

す。サークルがこれまでの練習の成果を発表いたします。多数のご来場をお待ちしておりま
す。午後には「さつき寄席」も計画しております。 
 

        

 2011年 3月「東日本大震災」を受け、同 4月、さ

つきが丘・宮野木台地区でも、社協地区部会を中心に

被災された子どもたちを勇気づける活動がスタートしま

した。地域の皆さんに呼びかけて、７００体以上の「折り

紙アンパンマン」を作り、南会津、相馬、宮古へ送りまし

た。子どもたちにはたいへん喜んでもらい、リクエストが

相次ぎ、その後も、毎月・第 2土曜日にさつきが丘公民

館で活動を続けました。折り紙アンパンマンは各小学校

に届けられ、もらった子どもたちはまさしく「勇気１００

倍」といった表情でランドセルにしまい家路についたそ

うです。この活動に参加された方もたくさんいらっしゃる

のではないでしょうか。 


